
Library

町生涯学習センター図書室からの７月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間
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�町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

新聞の一面に躍るニュースの裏

側で渦巻く欲望の数々。その渦

中をしたたかに暗躍する金の匂

いに敏感な男女たち。敵味方が

入り乱れての裏切りと騙しあい、

謀略、色仕掛け…。非情な情報

戦を制し、最後に笑うのは誰

か？圧倒的なスピード感のある

展開と、度肝を抜く大どんでん

返しに引き込まれてしまう１冊

です。

幻冬舎

小説

超絶スパイ・エンタテインメント誕生

吉田 修一著 /『ウォーターゲーム』

ざんねんないきものシリーズ第３弾

今泉 忠明監修 /『続々ざんねんないきもの事典』

健康を手にするための歩き方の新常識

青栁 幸利監修 /『100歳まで元気に歩く ! 正しい歩き方』

1日10,000歩以上は不健康にな

る !? 消費カロリーをメドに歩

く の は 意 味 が な い !? 早 朝 の

ウォーキングは体に悪い !? 健

康によかれと思って歩いていた

のに、歩き方によっては健康を

害することも…。健康を手に入

れるための歩き方の新常識。写

真やイラストでとても分かりや

すく解説してあり、すぐに役立

つ１冊です。

洋泉社

教養娯楽

「はじめて生観戦したとき、私

は心の底から驚いて、驚きっぱ

なしだった」「ボクシングは冷

徹で残酷だ。でもだからこそ、

こんなにもドラマに満ちている

のかもしれない」など、限界ま

で闘い続ける男たちを、人気作

家・角田光代が時には熱く、時

には涙して、温かく見つめた名

エッセイ。選手のプロフィール

付きです。

角川春樹事務所

一般書

人気作家による心震わすボクシング観戦記

角田 光代著 /『ボクシング日和』

地球には、すごい能力を持った

生き物がたくさんいます。でも

一方で、思わず「どうしてそう

なった？」と、つっこみたくな

るざんねんな生き物も存在しま

す。そんな愛すべき生き物たち

を紹介。シリーズ第３弾は読者

からリクエストの多かった「植

物」、理科の授業で習う「微生

物」も仲間入りしてパワーアッ

プしました。

高橋書店

児童書
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『百貨の魔法』（村山 早紀著）

松本 里穂さん

〔住民生活課〕

「閉店が近いのでは ?」とうわさが飛
び交う星野百貨店。百貨店で働く人た
ちと館内に住むと噂される「白い猫」
が織りなす、魔法のような物語です。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　７月12日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや
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Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

■甲佐町人権教育推進協議会総会を

　開催しました

　５月24日（木）町生涯学習セン

ターで、平成30年度甲佐町人権教

育推進協議会総会が開催され、甲佐

町人権教育推進協議会基本方針を示

しました。

●甲佐町人権教育推進協議会基本方針

　すべての町民が心豊かに暮らすた

めに、お互いの人権を尊重し合い差

別のない明るく住みよい地域づくり

を目指す。そのための、同和問題を

人権教育の重要な柱として捉え、あ

らゆる人権問題の解決のために、さ

まざまな機会を通して人権意識を培

い、差別意識の解消に向けた人権教

育を推進する。

　新たに平成28年12月に「部落差

別解消の推進に関する法律」が施行

された。この法の精神に基づき、こ

れまでの取り組みを再検証するとと

もに、「熊本県人権教育・啓発基本

計画」、「甲佐町人権教育・啓発基本

計画」に則り、部落差別のない社会

の実現に向け一層の充実をはからね

ばならない。　

　また本町では、これまでも部落差

別をはじめあらゆる差別を解消する

ための啓発活動に取り組んできてい

るところであるが、講演会等への参

加人数の減少や参加者の固定化など

の課題もあり、今後は広く町民に日

常生活における意識や行動に成果が

表れるような研修等の工夫を行い、

多くの住民に浸透させる取り組みを

強化させる必要がある。
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　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

Public Hall

町公民館からのお知らせと話題
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　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
5
月
24
日
（
木
）
大
町
公
民

館
で
、
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

の
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
桜
の
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
生
活
相
談
員
で
あ
る
藤

崎
純
子
さ
ん
と
渡
辺
翔
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
「
認
知
症
の

予
防
」
に
つ
い
て
画
像
を
見
な

が
ら
学
習
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
21
人
。

　
人
間
の
脳
は
5
つ
に
分
類
さ

れ
、
そ
の
中
の
海
馬
は
、
脳
の

記
憶
な
ど
に
関
わ
る
器
官
で
、

名
前
が
す
ぐ
出
な
い
、
物
忘
れ

な
ど
40
歳
こ
ろ
か
ら
委
縮
が
始

ま
り
ま
す
。
忘
れ
て
い
る
事
を

思
い
出
す
よ
う
に
心
掛
け
、
五

感
を
フ
ル
に
活
用
す
る
よ
う
な

生
活
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
す

る
な
ど
の
姿
勢
が
重
要
で
す
。

　
講
座
で
は
、
海
馬
を
刺
激
す

る
た
め
、
数
字
探
し
・
漢
字
を

用
い
て
の
色
あ
て
な
ど
ク
イ
ズ

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
頭
の
体

操
を
し
ま
し
た
。

　
6
月
14
日
（
木
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
で
、
「
ワ
ー
キ
ン

グ
世
代
の
講
座
」
の
「
ネ
ッ
ク

レ
ス
作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

の
前
に
調
理
室
で
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
調
理
を
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
進
め
、

オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
焼
き
上
が
り

を
待
つ
間
に
製
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
参
加
者
は
12
人
。

　
ス
ポ
ッ
ク
ボ
ー
ル(

発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル)

に
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ

キ
ン
を
細
か
く
ち
ぎ
り
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
専
用
の
液
で
全
体
に

貼
り
、
レ
ジ
ン
を
掛
け
、
革
紐

に
通
し
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色
の
ペ
ー

パ
ー
を
貼
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
が
出
来
ま
し
た
。

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

町
公
民
館
出
前
講
座

ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

ワ
ー
キ
ン
グ
世
代
の
講
座

▲認知症の予防について行われ

た大町区の出前講座

▲デコパージュで作ったネック

レスに革紐を通す参加者

▲

シニア世代の講座のご案内

　「自分をご機嫌にする
　化粧療法」参加者募集

●日時

　７月18日（水）

　午後１時30分～午後３時

●会場

　町生涯学習センター視聴覚室

●講師

　化粧療法士・福祉メイクセラピスト

　竹内　恵子さん

●準備するもの

　手持ちの化粧品

　（当日は、いつものメイクでご

　参加ください）

●定員

　10人程度

10歳若返るワンポイントも教えて

もらいます。年齢関係なく受講で

きますので、ぜひご参加ください。
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